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▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
拡
大

が
止
ま
ら
ず
、
広
島
県
は
じ
め
多
く
の
自
治
体

で
、
二
月
二
〇
日
ま
で
の
予
定
だ
っ
た
「
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
」
が
当
面
三
月
六
日
（
日
）

ま
で
延
長
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
東
京
や
大
阪

な
ど
感
染
爆
発
地
域
で
は
検
査
陽
性
率
が
四

〇
％
を
超
え
る
状
況
と
い
う
か
ら
驚
く
◆
一

方
「
新
規
感
染
者
数
が
一
〇
日
間
、
前
週
の
同

じ
曜
日
を
下
回
っ
た
」
と
し
て
「
新
規
感
染
者

は
減
少
傾
向
」
と
見
る
政
府
分
科
会
関
係
者
の

発
言
や
報
道
も
見
ら
れ
る
。
検
査
の
陽
性
率
が

四
割
と
い
う
高
さ
は
、「
異
常
な
高
さ
」
と
い
う

ほ
か
は
な
く
、
検
査
が
感
染
の
実
態
を
正
し
く

反
映
し
て
い
る
の
か
き
わ
め
て
疑
問
で
も
あ

り
、
怖
く
も
あ
る
◆
大
阪
で
は
、
感
染
者
数
が

激
増
し
、
感
染
者
数
の
把
握
も
後
手
後
手
に
な

り
、
実
に
二
万
人
を
超
え
る
感
染
者
数
の
「
報

告
漏
れ
」
も
あ
っ
た
と
報
道
さ
れ
た
。
保
健
所

は
削
減
さ
れ
続
け
、
二
七
〇
万
大
阪
市
で
わ
ず

か
一
か
所
し
か
な
い
。
医
療
体
制
が
追
い
付
か

ず
、
死
者
数
も
全
国
一
と
い
う
医
療
行
政
の
崩

壊
状
態
が
続
い
て
い
る
◆
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
ケ
ル
コ
フ
医
師
は
「
検
査
率
の
低
下
が

報
告
さ
れ
る
感
染
者
数
の
減
少
に
つ
な
が
っ

て
い
る
可
能
性
が
高
い
」
と
指
摘
し
て
い
る

が
、
ニ
ュ
ー
ス
で
も
「
懸
念
さ
れ
る
の
は
死
者

数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
」
こ
と
が
強
調
さ
れ
て

い
る
◆
日
本
で
も
そ
の
傾
向
は
同
じ
で
、
二
月

一
日
～
一
八
日
ま
で
の
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
る

死
亡
例
は
二
六
四
一
で
、
一
月
の
死
亡
例
三
九

九
の
６
・
６
倍
で
最
多
の
ペ
ー
ス
と
言
わ
れ

る
。
政
治
の
果
た
す
役
割
、
政
治
の
責
任
は
今

更
な
が
ら
に
大
き
い
も
の
が
あ
る
（
Ｍ
） 

 

二
〇
二
二
年
春
闘
勝
利
決
起
集
会 

 
〇
日
時 

三
月
一
〇
日
（
木
曜
日
） 

 
 
 

午
後
六
時
四
五
分
よ
り 

 

〇
場
所 
広
島
県
庁
前
広
場
に
て 

 
 
 
 
 

●
共
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広
島
県
春
闘
共
闘
委
員
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

広
島
県
労
働
組
合
総
連
合 

 

 

広
島
県
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
は
、
高
止
ま
り
の
状
況
が
続
い
て
お
り
、
「
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
は
二
月
二
一
日
（
月
）
か
ら
三
月
六
日
（
日
）
ま
で
延
長
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

 

ダ
ン
プ
の
単
価
引
き
上
げ
、

組
織
拡
大
に
全
力
で
取
り
組
む 

ダ
ン
プ
部
会
総
会
で
決
意 

 

一
月
三
〇
日
（
日
）
の
午
後
、
建
交
労
全
国
ダ

ン
プ
部
会
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

基
本
は
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
で
し
た
が
、
全
国
幹

事
の
武
田
事
務
局
長
は
建
交
労
中
央
委
員
会
後

現
地
参
加
し
ま
し
た
。
小
林
豊
数
ダ
ン
プ
支
部
議

長
ら
二
名
は
、
組
合
事
務
所
で
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

し
ま
し
た
。 

 

全
国
ダ
ン
プ
部
会
の
高
橋
立
顕
議
長
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
廣
瀬
肇
事
務
局
長
よ
り
経
過
報
告

と
今
後
の
ダ
ン
プ
部
会
の
運
動
方
針
に
つ
い
て

の
提
案
が
行
わ
れ
た
あ
と
各
県
の
ダ
ン
プ
支
部 

 

 

こ
れ
で
安
心
で
す 

申
告
相
談
会
に
２
０
人 

 

建
交
労
広
島
ダ
ン
プ
支
部
で
は
、
二

月
に
入
り
確
定
申
告
の
「
相
談
会
」
を
始

め
ま
し
た
。
一
四
日
（
月
）
に
は
呉
地
区

で
、
一
九
日
（
土
）
に
は
福
山
地
区
で
、

二
二
日
（
火
）
は
広
島
地
区
で
お
こ
な

い
、
こ
れ
ま
で
に
二
〇
人
以
上
が
参
加

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、「
組
合
で
見
て

も
ら
っ
て
こ
れ
で
安
心
し
て
申
告
で
き

る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

 

公
契
約
条
例
の
制
定
を
広

島
市
に
要
請
（
生
公
連
） 

 

「
変
え
よ
う
ヒ
ロ
シ
マ
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
今
年
三
一
回
目
と
な
る
「
ヒ
ロ
シ
マ

地
域
総
行
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
「
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
が
延
期
さ
れ
た
中

で
す
が
、
規
模
や
行
動
な
ど
の
規
模
を
縮
小

さ
せ
て
、
感
染
対
策
を
行
な
っ
て
実
施
し
ま

し
た
。（
写
真
上
） 

 

建
交
労
は
、
生
公
連
（
生
活
関
連
公
共
事

業
推
進
連
絡
会
議
）
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参

加
、
広
島
市
長
に
提
出
し
た
「
公
契
約
条
例
」

の
制
定
を
求
め
て
、
要
請
行
動
を
行
い
ま
し

た
。
要
請
行
動
に
は
、
生
公
連
の
小
林
議
長

（
ダ
ン
プ
支
部
議
長
）
、
は
じ
め
県
本
部
山

田
書
記
長
と
ダ
ン
プ
支
部
武
田
事
務
局
長
、

そ
し
て
国
土
交
通
省
労
働
組
合
建
設
支
部

の
役
員
来
島
氏
の
四
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

財
政
局
契
約
部
物
品
契
約
課
の
草
本
二

三
夫
課
長
ら
四
人
が
応
対
し
、
公
契
約
条
例

制
定
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。 

よ
り
運
動
の
成
果
や
こ
れ
か
ら
の
組

織
拡
大
な
ど
に
つ
い
て
の
報
告
や
決

意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。 

 

広
島
ダ
ン
プ
支
部
か
ら
は
、
こ
の

一
年
で
、
組
合
員
を
労
災
加
入
な
ど

で
粘
り
強
く
増
や
し
て
前
進
さ
せ
た

こ
と
、「
軽
貨
物
」
労
働
者
の
組
織
化

に
つ
い
て
は
、
一
名
組
合
員
が
い
る

事
、
こ
れ
か
ら
対
象
者
名
簿
を
取
り

寄
せ
て
、
組
織
拡
大
に
本
腰
を
入
れ

て
取
り
組
む
こ
と
な
ど
を
報
告
・
決

意
し
ま
し
た
。（
写
真
上
左
は
、
経
過

報
告
と
運
動
方
針
を
提
案
す
る
廣
瀬

事
務
局
長
、
写
真
左
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
挨
拶
す
る
高
橋
立
顕
議
長
） 

 

 

契約部の草本物品契約課長に生

公連の要請書を渡す小林議長 

（2月 24日広島市役所） 
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今
後
の
組
合
日
程
な
ど 

 
 

 

三
・ 

二 

建
交
労
中
央
行
動
（
予
定
） 

 

三
・ 

四 

三
原
支
部
月
例
集
会
（
中
止
） 

 

三
・ 

八 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
前
ア
ン
ケ
ー
ト
（
三
原
） 

 

三
・ 

九 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
前 

 

〃 
 

（
尾
道
） 

 

三
・
一
〇 

全
国
統
一
行
動
日
（
県
庁
前
集
会
） 

 

三
・
一
一 

全
国
重
税
反
対
統
一
行
動 

 

三
・
一
四 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
前
ア
ン
ケ
ー
ト
（
福
山
） 

 

三
・
一
六 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
前
ア
ン
ケ
ー
ト
（
広
島
） 

 

三
・
二
四 

建
交
労
第
三
回
中
央
執
行
委
員
会 

 

三
・
二
六 

ダ
ン
プ
支
部
合
同
役
員
会
（
予
定
） 

 

五
・ 

一 

第
９
３
回
広
島
県
メ
ー
デ
ー 

 

五
・ 

三 

憲
法
集
会 

 

五
・
三
〇 

建
交
労
第
四
回
中
央
執
行
委
員
会 

 

六
・
一
〇 

第
八
回
建
交
労
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
京
都 

 
 
 
 
 
 

（
～
一
二
日
京
都
市
に
て
） 

 

六
・
二
五 

広
島
県
労
連
評
議
員
会 

 
 

 
 

 
 

※
県
本
部
の
「
ク
ス
ノ
キ
通
信
」
は
毎
月
一
回
発
行
し

て
い
ま
す
。
各
支
部
や
職
場
で
の
ホ
ッ
ト
な
話
題
や

取
り
組
み
な
ど
、
身
近
な
話
題
を
、
フ
ァ
ク
ス
や
、「
メ

ー
ル
」
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
と
フ
ァ
ク
ス
は

以
下
の
通
り
で
す
。 
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ｆ
ａ
ｘ 

〇
八
二―

二
三
五―

三
〇
五
二 

「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
が
三
月
六
日

で
解
除
さ
れ
た
ら
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
前
ア
ン

ケ
ー
ト
」
に
取
り
組
み
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

河
井
事
件
・
お
金
を
受
け
取
っ

た
三
五
人
を
即
刻
起
訴
せ
よ 

河
井
大
買
収
事
件
で
、
一
月
二
八
日
東
京
第
六
検

察
審
査
会
は
被
買
収
議
員
ら
一
〇
〇
人
の
う
ち
３
５

人
を
「
起
訴
相
当
」、
４
６
人
を
「
不
起
訴
不
当
」
な

ど
と
議
決
し
ま
し
た
。 

 

検
察
庁
は
昨
年
、
被
買
収
者
全
員
を
「
不
起
訴
」
と

し
ま
し
た
が
、
県
民
か
ら
も
マ
ス
コ
ミ
か
ら
も
「
市
民

の
常
識
と
か
け
離
れ
た
判
断
」
と
の
批
判
が
噴
出
し
、

市
民
約
二
五
〇
人
が
「
検
察
審
査
会
」
に
改
め
て
「
被

買
収
者
の
起
訴
」
を
求
め
て
申
立
て
を
行
っ
た
こ
と

に
対
し
て
先
の
議
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
広
島
市
議
や
県
議
な
ど
七
人
が
辞
職
を
表
明
し

ま
し
た
（
二
月
二
一
日
現
在
）
が
、
広
島
市
安
芸
区
（
議

員
定
数
４
）
で
は
一
名
の
市
議
が
辞
職
し
た
こ
と
に

伴
い
、
三
月
二
〇
日
に
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
先
も
議
員
辞
職
す
る
議
員
が

さ
ら
に
増
え
て
く
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

市
民
団
体
「
河
井
疑
惑
を
た
だ
す
会
」
は
二
月
九
日

に
は
、
東
京
、
広
島
の
地
検
に
「
検
察
審
査
会
議
決
に

関
わ
る
意
見
書
」
を
提
出
、「
起
訴
相
当
」
の
３
５
人

を
即
刻
起
訴
す
る
こ
と
な
ど
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

 

軽貨物で働く個人事業主の組合加

入をすすめています。 
問い合わせがあり、資料等を送付しました。 

知り合いの方がいましたらご紹介ください。 

 

労
働
者
と
し
て
の
保
護
が
必
要 

い
わ
ゆ
る
「
宅
配
」
の
一
形
態
と
し
て
、
全
国
的
に
も
、
軽
貨
物
運
送

業
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
正
式
名
称
は
「
貨
物
軽
自
動
車
運
送
事
業
」
と

い
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、
ア
マ
ゾ
ン
な
ど
の

通
販
事
業
を
利
用
す
る
人
が
増
加
す
る
の
に
伴
な
い
「
軽
貨
物
」
の
宅
配

業
者
が
激
増
し
て
い
ま
す
。 

 

「
建
交
労
軽
貨
物
ユ
ニ
オ
ン
」
は
、
神
奈
川
県
内
を
中
心
に
、「
軽
貨

物
」
で
働
く
車
持
ち
労
働
者
を
組
織
し
て
お
り
、
去
る
二
月
一
六
日
に
は
、

厚
生
労
働
省
で
記
者
会
見
も
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
実
態
は
、「
一
日
１
３
時
間
、
お
そ
い
と
き
は
１
５
時
間
以
上
も

働
か
さ
れ
る
。
断
る
自
由
は
な
く
、
指
揮
命
令
を
受
け
て
い
る
」「
運
転

４
時
間
ご
と
に
３
０
分
の
休
憩
が
必
要
だ
と
今
日
知
っ
た
。
疲
労
で
事
故

と
隣
り
あ
わ
せ
だ
。
実
態
を
訴
え
、
変
え
た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

対
象
者
名
簿
を
取
り
寄
せ
組
合
を
ア
ピ
ー
ル 

広
島
県
内
で
も
、「
軽
貨
物
」
労
働
者
は
こ
の
数
年
で
数
千
人
に
も
な

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。（
昨
年
だ
け
で
約
六
百
人
が
登
録
） 

 

建
交
労
広
島
ダ
ン
プ
支
部
も
、
軽
貨
物
で
働
く
個
人
事
業
主
の
組
織
化

に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
先
日
「
建
交
労
軽
貨
物
ユ
ニ
オ
ン
」
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
見
た
労
働
者
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
武
田
事
務
局
長
が

さ
っ
そ
く
資
料
を
送
り
ま
し
た
。 

支
部
で
は
対
象
者
名
簿
を
取
り
寄
せ
て
、
資
料
を
送
る
な
ど
し
て
本
格

的
に
、
軽
貨
物
運
送
労
働
者
の
組
織
化
に
取
り
組
み
ま
す
。 

 

 

 

広島地方検察庁前で「35 人を即刻

起訴せよ！」とアピール行動する

「ただす会」のみなさん（2月 9日） 

（山田昭夫撮影） 

「軽貨物フリーランスの皆さ

んへ」の宣伝ハガキを送りま

す。（建交労「軽貨物ユニオン広

島支部」） 

軽貨物車 

mailto:ctg303.hiroshima@orange.plala.or.jp

